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古屋市の北東に接する春日 片 （因 4)。

市の南西部、 松河戸町に所在し、 地理的には憑

厖平野の南半部を西へ流れる庄内川中流域の北

定されてきた。 こ

ってきた3

昭和62年度には13 ,1]算rdの発掘謁査奈行し＼

現水田を含め-c 3 --召由の水［叶面を確認し、 製

はJふII打記代に埋没してI,.ることや、

旧地形の起伏が激しし＼ために水1月化されなしヽ徴

高地が多く存在してし立たことなどが叩らかにな

った。

昭和63年度は:27 ,650面の鷹査を行った。 その

結果、 現水田Fに2面の水LlJを確認した。 時期

は出土遺物により ＼ 下暦水田

世紀切頒、 上層水田は17世紀中菓-19世紀中葉

に属する。 水田区両は1町約 109mの方栢地割

で、 D ·E ·F区東半とG , H ,L区は南北方

向の長地型地割、 D ,E -F区西半とC · I 。

J , Iく区は東西方向の長地型地割を呈している

図'I 53K区水田遺構検出状況

と水田由から出七し

のと思われる。 埋土に

ない。 また、 同じところ

された土坑

ある。 士坑

は一辺 （直径） lm前後の隅丸方形ないし円形

を呈し、 深さは50cm程度である。 主に〗罰筆の水

田区画のコ ー ナ ー か 4辺いずれかの畔にポ姜して

つくられておV)、軸方向は副に....致する（図1)。

され、 土坑の

されたも

も重恨して築か

れる例も認められる。 以上のような点から水田

と深く｛系わりのある1幾院が祖定される。 具

（本的には水田の水口付近に十坑を掘り、 堆肥な

どを入れてその上を水が流れることによって肥

料を水田全林に行き渡らせる機能を有するもの

ではないかと考奇ている。

- につし口ては、

宋・ 明銭が見られ、 630 · HI叉だけで 100枚近

く出土している （図3)。 これは春先の荒起こ

しの際に豊什を屈って田に銭をまく風習が各地

に残っているとのことで、 松河戸追跡の例もこ

るものかと思われる。

平成元年塵の調査では， 89D ·F区の微高地

上におし汀ては13-1,1恨紀ごろの屋敷地を区画す

る溝や柵列を改条を検出した。 これらの遺構の

図2 63J区条里坪境溝検出状況
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方位は周屈の条里に対して北で若干西に偏して

いる。 このことは、 下層水田の施行年代を考え

るうえで屯嬰な意味を持ってくる。 すなわち、

松河戸遺跡の条里制遺構は従来言われているよ

うな、 古代にまで遡り得るものではないという

ことである。 これは近年、 全国で行われている

条里制遺梢の発掘調査の成果と一 致する。

そもそも条里制の研究は現在各地に残ってい

る条甲制の水田区画がそのまま、 班田収授法に

したがって奈良時代に施行されたものであると

しヽうことを大訓提に、 歴史地理学の側から始め

られた。 しかし、 考古学による発掘濶査のメス

が入tれられるようになると、 現在の水田区画は

せl, ふぜt にまで遡りうるものが数

、 多くは中・ 近世の新 rn 開発に

伴うもののようである。 そして、奈良時代の水

田は必ずしも1町方格を長地型あるいは平祈型

で10等分したようなきちんとしたものではない

とし＼うこともわかって� しヽる。 このように、 現在

には多くの じてきている。
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そのため、 これからは古代の税頁納形態を含め

て、 条里制とは何なのかというところにまで立

ち返って検討しなければならないところに来て

いる、 と言えるのではなかろうか。 （樋上
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図3 6%H区錢貨出士状況

『年報昭利63年度』1989より引用

園尋 窮謬討指定微惑地

図4 現水田と発掴された水田（下層水田） 矢印は水流の方向（太ー用オ⑰各細一水田内）



埋蔵文化財愛知No. 19 

市町だより

西尾市北部地域の志貰野町地内に所在する志

貰野遺跡は、 8 -11世紀の奈良、平安時代の集

落で、洪積台地の南東側に竪穴住居、掘立柱建

物をl00棟以上も配する遺跡である。 また、西尾

市のシンボル的立陵の八ツ面（雲月）山を中心

に弥生時代～中世にかけて点在する集落の一つ

である。

今年の7 月から10月にかけて実施した調査で

は、古代の住居跡とともに、中世の埋葬土坑4

基を検出した。 埋葬士坑は全て主軸を南北方向

に向けて設け、長さ2に対し輻lの割合いを示

す隅丸長方形である。これら土坑からは頭位と

思われる北側に13世紀後半の山茶椀を出土し、

1 基から銅製の利鏡と山llll、山茶椀が北西隅に

縦方向に並んで伴出した。 利鏡は遺存状態は良

くないが、円形で直径8cmを測り、中央に円形

の紐を持ち、 浙面方形の幅2mmの緑を持つ素文

西加茂郡藤岡町水汲遺跡は、 藤岡町の東端標

高9 0m前後の矢作川右岸河岸段丘上に形成され

た遺跡である。 過去二度程発掘調査が実施され

縄文時代前期～後期にわたる艮好な遺跡である

ことが確認されていたが、今回圃場整備に先立

ち 7月下旬-9 月上旬にかけて約350m'(A区、

B区の2地点）の面積で調査を実施した。

過去、縄文遺跡とされていた当遺跡において、

15世紀 の灰釉壺・縁釉小1III.片、近世初頭（戦国

時代）の美濃鉄釉天目茶椀 ・ 茶入れ、銭貨（天

聖通宝）などを伴う掘立柱建物、土坑を多数検

出した。 北西山稜頂部に所在する川口城跡との

関連集落跡の存在を窺わせる。

また、下面においては、縄文前期～後期にか

けての多量の遺物と共に土坑、 ピットが検出さ

れ、住居跡こそ明らかにしえなかったがこの時

期における水汲遺跡の活況が想起される。 特に
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鏡である。

こうした中世葬墓制については磐田市一の谷

中世墳墓群の発掘で解 明されつつあるが、 本遺

跡土坑募より出土する山茶椀、山皿、和鏡は一

の谷墳墓群出土遺物にみられる事例であり、 13

世紀後半の土坑墓であることなど共通性が認め

られる。 本逍跡では数は少ないが、中世葬墓につ

いて貰重な資料といえる。 （松井直樹）

縄文後期に属すると思われる環状配石逍構の検

出は注目される。 直径30�40cmのほぼ楕円状の

石を直径約 7mの環状に敷きつめ、中央には直

径約 2.4mの石を配しない部分が設けられてい

た。 また、中央部に面する内側の配石は、大きめ

の細長い石が立てるように並べられていた。配

石中より、 溶結凝灰岩製の磨製石斧が2点出土

している。 このような配石逍構は、 西日本では

稀であり、この地域では、足助町今朝平遺跡に

次いで2例目のものである。 （梅村清春）
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資料紹介

県道萩原・多気線建設に伴い発掘調査を実施

している岩倉城遺跡は、岩倉市のほぼ中央部を

南北に流れる五条川の両岸に広がりを持つ遺跡

である。 従来、戦国時代の城館跡として著名で

あり、調在自体もそれを明らかにすることを主

目的として進められてきたが、今回、五条川左

岸の調査区においてF層より古墳時代前期の遺

構・遺物を検出し、出土遺物のなかに駿河系土

器の特徴を有する土器片を確認した。

駿河系土器が出土したのは、元屋敷式後半期

の壷小型丸底壷、S字甕、高杯、器台など比

較的まとまった資料を出したSXOl、SEOlを覆

う包合層中からであり、現在までに3片の土器

片を確認している。 これらの土器片は胎土 ・ 文様

などより同一個体の壷の胴部上半部と考えられ、

器面上には単節斜縄文及びその下部に結節文を

施しており、駿河地方において古墳時代前期の

大廓式とよばれる土器に酷似している。

岩倉市内は、弥生～古墳時代の遺跡が密集し

ており、大山寺町に所在する小森遺跡からは東

日本系の土器が出土している。 また、駿河地方

を含め、東日本の各地には、尾張地方のS字甕

が伝揺しており、古墳時代に尾張と東日本各地

との文化交流を予想することができる。 今回の

調査で出土した駿河系土器は、それを裏付けす

る貰重な資料となろう。 （服部信博）

遺跡を語る昆虫 一 その2-

糞虫と朝日遺跡

ひと口に糞虫 （コ ガネムシ科食糞群） といっ

てもその生態はさまざまである。 動物の種類は

もちろん、日当りや糞の硬さによっても集まっ

て くる糞虫は異なっている。 なかには人の糞の

ように多 くの糞虫が好むものもある。 このよう

なことから、遺跡において糞虫は汚物集積の指

標昆虫として重要な役割を果たすことがある。

昭和63年度の朝日逍跡の調査では、A'区の溝

(S DOl) の中にマグソコ ガネやエンマコ ガネ

など多 くの糞虫を産した層がみられた。 この地

層は、ちょうど朝日遺跡が最も栄えた弥生時代

中期にあたり、まさに人と糞虫との関わりを示

す好資料となった。

また、今年度の調査では、弥生時代中期の溝

の珪藻を調べたところ72%が汚濁性の種群で占

められる （森 勇一 ：未発表資料） という結果

が得られた。 この頃の遺跡周辺は、かなり汚れ

ていたことが珪藻分析からも裏付けられたこと

になる。

さらに最近になって、これまで朝日遺跡から

大量に吊土していた獣骨の中にブタの骨が多数

含まれていることが、国立歴史民俗博物館の西

本豊弘氏によって指摘された。 もしブタが飼育

されていたとすると、人の糞だけでな くブタの

裳によっても遺跡のまわりは汚濁が進み、これ

らの糞にはた＜さんの糞虫が集まっていたにち

がいない。 （伊藤隆彦）

‘ヽ
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資料紹介

小田妻古窯跡群は瀬戸市の北西部、水野地区

に存する鎌倉時代の古窯跡である。 平成元年度

はA · B2地区、約2 ,OOOni'の調査をおこない、

窯体6悲 ・ エ房跡1ケ所等を確認した。

A区では丘陸の南東斜面に窯体3枯・エ房跡

1 ケ所、 北西斜面に窯体 1 悲を検出した。 南東

斜面の灰原は下半分が整地により削平されてい

たが、 窯体の残存状況はよく、 一部は天井の残

っていたものもあった。

B区では丘陵の南東斜面に窯休2猜．掘りか

けの窯2基・炭焼き窯 1 基等を検出した。 窯体

のうち 1 韮は整地により上半分を削平されてい

たが、 もう 1 甚と灰原ぱ走存していた。

A · B両地区とも窯体はすべて分焙柱を有す

る宮窯である。 窯体の長さはlOm前後であるが、

最大幅は3mを超えるものが多く、 当時の平均

的大きさが 2.5m前後であることと比較すると

かなり大型の窯体であるといえる。

掘りかけの窯は、 1 悲は焚き口部分のみを掘

り、 分焙柱の脇を少し掘りかけた状態で中止し

ており、 後に粘土だめに転用している。 もう 1

基は分焙村の脇を掘り抜き、 焼成宰の迎巾まで

掘削してやめている。 なぜ途中で放棄したのか

A区南東斜面遺構配置 図(1/400)

ー 6 -

工房跡のロクロピット

はっきりしないが、 当時の築窯方法を知る上で

貴重な資料となるであろう。

炭焼き窯は楕円形のプランを有するもので、

床面には炭が残っていたが七器はほとんどなく、

灰原末端に位置しているため、 年代。 窯との関

係は不明である。 熱残留磁気測定をおこなって

いるのでその方面の成果を待ちたい。

I房跡は丘陸の南東斜面の一端を掘り、 排水

溝をめぐらし、 反対側に盛土をして平坦面を造

り出しているっ 床面には多くのピ:; I·、 カマド

らしきものと炭、焼上、 生の粘土が見られる。

ピ、）卜のなかの1つに灰白色粘土を充填したも

のがあり、半戟して掘り下げると山茶椀の重ね

焼きしたのが正位置で埋められていた。 それを

取り除くと、 周囲の灰白色粘土とは違った黄色

の砂が詰まった径約10cmの穴が見つかった。 こ

れは恐らくロクロピ 、ノトであり、 この工房跡で

ロクロを使用していた可能性が高い。

遺物は灰原から山茶椀・小[[[[. こね鉢が多数

出土している。 山茶椀は数嬰式にわたるがいず

れも13世紀代のものである。 それ以外に漁具で

ある陶錘や用途不明の陶丸があるが、 これら日

常雑器に混じって施釉陶器である灰釉四耳壷や

火舎形香炉も併焼している。 また窯の前庭部や

T房跡から下人が煮炊に使用したと思、われる土

師鍋・ 羽釜も出上している。

小田妻占窯跡群の調査では窯跡以外にも掘り

かけの窯、 エ房跡やロクロピy卜等が確認でき、

当時の窯業生産のあり方を知る上で貰重な資料

を提供したと言えよう。

（城ケ谷和広）
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発 掘 こL ス

本年9 月から10月にかけて、 本センタ ー では、

豊橋市森岡町の森岡遺跡の発掘調査を実施した。

遺跡は豊川左岸、 石巻山西麓の台地端に立地す

る。 調査の結果、弥生時代中期および平安時代

後期の住居跡が、それぞれ 2軒、9車「検出された

ほか、 一辺12m前後の方墳（？）の周溝と想定され

る溝および鎌倉時代の土坑がみられた。 殊に方

墳とおぼしき周溝のコ ー ナ ー から 100 個体を上

まわる士師器・ 須恵器が、 あたかも
“ 据え置か

れた” ような状況で検出され注目を集めた。 お

そらくは、 従来研究の空臼の観がある東二河地

方の6 世紀前半代の土師器の編年研究のみなら

ず、 （古墳とすれば） 葬制研究の卜又灌t重な手

溝洲城下町遺跡

C区畝状遺構

岩倉城遺跡

F区S D05全景

松河戸遺跡

掛りを与えるものと考える。

B · E 区からは、17世紀末から19世紀初めの

溝 c 土坑。井戸等を多数検畠し、 その結果、 宿

場町が17世紀末から18世紀初めから存在してい

たことが明らかになった。

C 区からは、 五条川改修(1794年） 以前の畑

（北村和宏）

地の畝状遺構を検出した。 B区SXOl遣物出土状況

E 。 Flえを調査中であり、 両調査区とも五条

川の左岸に位置する。 岩倉城期の遺構としては、

幅8 -9m、 深さ2-2ぷ m程の堀と考えられる

大溝を2 本検出した。 また、 下面調査で古墳時

代前期の逍構を確認し、当該期の遺物が多数出

土している。

D · F区上面は中担の水田跡を検出。 D 区下

面は自然河道に対し円弧にめぐる弥生時代前期

の溝、 土坑3基を検出した。 自然河道の下層よ

り縄文時代晩期後半の土器とともに、 打製石斧、

弓等の遺物が出土した。 また、F区北西部を中

E区下層遺物出土状態

D区弥生時代前期の溝 心に鎌倉時代の遺構を検出した。 F区鎌倉時代の溝

一 7 -
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平成元年 7月 7日 （金）

愛知県埋蔵文化財調査センター

参加者 95名

セ ン タ

平成元年8月24日 （木） ·25日 （金）

愛知県埋蔵文化財調査センタ ー

参加者 28名

日 士
心ー

-i--
E
 

平成元年9月9日 （上）

束光寺遺跡 幸川町

・弥生時代後期及び中世の溝、 深溝断層

土偶など出土遺物の展ぷ

参加者 約250名

平成元年10月14日 （土）

小田妻古窯跡群 瀬戸市

鎌倉時代の古窯、［房跡など

参加者 約300名

僭僭僭僭僭僭鶯僭骨僭骨

5 ·26 新川町商工会 4 名

6 · 7 鹿児島県議会議員 13名

立田村教育委貰会 29名

. 9 稲沢農業改良普及所 8 名

。 12 愛知工業大学 飯川汲事氏他 1 名

·20 祖父江町教育委員会 10名

·21 吉良町教育委員会 4 名

·23 国立歴史民俗博物館 西 本豊弘氏他1名

7 ·11 教育サ ー ビスセンタ ー 110名

·12 津島市役所 3名

·13 岐阜県教育委員会 29名

・31 津島保健所 5 名

8 · 1 安城市教育委員会 40名

。 2 滋賀県栗東町教育委員会 3名

・3 新城市教育委員会 6 名

. 11  津島市経済環境課 4 名

8 ·19 吉良中学校教諭 10名

·21 岡山県教育委員会文化課 3名

。 23 稲沢市教育委員会 45名

岐阜県各務原巾教育委員会 3名

。 28 津島市教育長 長谷川春ー 氏他2名

・30 尾西市文化財審議委員 8 名

9 · 5  群馬県埋蔵文化財センタ ー 2名

。 27 ヒ宝町教育委員会 30名

·28 尾張社会教育主事 20名
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